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(57)【要約】
　トラッキングエリア（ＴＡ）を割り当てるための方法
が開示されている。無線送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ
）のモビリティ状態が判定され、判定されたモビリティ
状態に基づいてＴＡが割り当てられる。さらに開示され
ているのは、クローズドサブスクライバグループ（ＣＳ
Ｇ）ＴＡにアクセスするための方法である。ＣＳＧ　Ｔ
Ａ識別子はＷＴＲＵにおいて受信され、格納される。ブ
ロードキャストされたＣＳＧ　ＴＡが受信され、ブロー
ドキャストＣＳＧ　ＴＡの識別子が、すでに格納されて
いるＣＳＧ　ＴＡ識別子と一致する場合には、ブロード
キャストＣＳＧ　ＴＡがアクセスされる。さらに開示さ
れているのは、ＷＴＲＵのモビリティ状態を変更するた
めの方法である。ＷＴＲＵの現在のモビリティ状態が判
定され、ＷＴＲＵの所定の距離関数が検出される。その
所定の距離関数を判定して、その距離関数がしきい値を
超えていると判断した場合には、モビリティ状態が、そ
の判定された距離関数に基づいて変更される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　トラッキングエリア（ＴＡ）を割り当てるための基地局における方法であって、
　無線送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）のモビリティ状態を判定するステップと、
　前記判定されたモビリティ状態に基づいて前記ＴＡを割り当てるステップと
　を含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記割り当てるステップは、前記ＷＴＲＵが静止状態および低モビリティ状態のうちの
１つにあるとき、１つのＴＡを前記ＷＴＲＵに割り当てるステップを含むことを特徴とす
る請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記割り当てるステップは、前記ＷＴＲＵが高モビリティ状態にあるとき、複数のＴＡ
を前記ＷＴＲＵに割り当てるステップを含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記割り当てるステップは、前記ＷＴＲＵが静止状態および低モビリティ状態のうちの
１つにあるとき、小さなＴＡを前記ＷＴＲＵに割り当てるステップを含むことを特徴とす
る請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記小さなＴＡは複数のセルを含むことを特徴とする請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記割り当てるステップは、前記ＷＴＲＵが高モビリティ状態にあるとき、大きなＴＡ
を前記ＷＴＲＵに割り当てるステップを含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記大きなＴＡは複数のセルを含むことを特徴とする請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　クローズドサブスクライバグループ（ＣＳＧ：ｃｌｏｓｅｄ　ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　
ｇｒｏｕｐ）セルへのアクセスを判定するための無線送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）に
おける方法であって、
　ＣＳＧトラッキングエリア（ＴＡ）識別子を受信するステップと、
　前記受信したＣＳＧ　ＴＡ識別子を格納するステップと、
　ＣＳＧセルによってブロードキャストされたＣＳＧ　ＴＡ識別子を受信するステップと
、
　前記ＣＳＧセルによってブロードキャストされた前記識別子が前記格納されているＣＳ
Ｇ　ＴＡ識別子と一致する場合に、前記ＣＳＧセルへのアクセスが許可されていると判定
するステップと
　を含むことを特徴とする方法。
【請求項９】
　前記格納するステップは、前記ＣＳＧ　ＴＡ識別子を汎用集積回路カード（Ｕｎｉｖｅ
ｒｓａｌ　Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　Ｃｉｒｃｕｉｔ　Ｃａｒｄ）上に格納するステップを
含むことを特徴とする請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記格納するステップは、前記ＣＳＧ　ＴＡ識別子の一部を汎用集積回路カード上に格
納するステップを含むことを特徴とする請求項８に記載の方法。
【請求項１１】
　前記格納するステップは、前記ＣＳＧ　ＴＡ識別子を汎用加入者識別モジュール（Ｕｎ
ｉｖｅｒｓａｌ　Ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　Ｉｄｅｎｔｉｔｙ　Ｍｏｄｕｌｅ）アプリケー
ション内に格納するステップを含むことを特徴とする請求項８に記載の方法。
【請求項１２】
　前記格納するステップは、前記ＣＳＧ　ＴＡ識別子の一部を汎用加入者識別モジュール
アプリケーション内に格納するステップを含むことを特徴とする請求項８に記載の方法。
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【請求項１３】
　前記ＣＳＧ　ＴＡ識別子は、地上波公共移動通信ネットワーク（ＰＬＭＮ：Ｐｕｂｌｉ
ｃ　Ｌａｎｄ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）識別子と連結されたＣＳＧ　ＴＡコード
から成ることを特徴とする請求項８に記載の方法。
【請求項１４】
　前記ブロードキャストＣＳＧ　ＴＡ識別子は、前記ＣＳＧ　ＴＡコードおよび前記ＰＬ
ＭＮ識別子を含む別個のフィールドを含むことを特徴とする請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記ＣＳＧ　ＴＡコードおよび前記ＰＬＭＮ識別子を連結することによって前記ブロー
ドキャストＣＳＧ　ＴＡ識別子を構築するステップをさらに含むことを特徴とする請求項
１４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記ＣＳＧ　ＴＡコードは、マクロセルのＴＡコードとは異なる長さを有することを特
徴とする請求項１３に記載の方法。
【請求項１７】
　前記ＷＴＲＵがＣＳＧ　ＴＡにアクセスするときにトラッキングエリアの更新（ＴＡＵ
）手順が実行されるべきであるかどうかを判定するステップをさらに含むことを特徴とす
る実施形態８に記載の方法。
【請求項１８】
　前記判定するステップはシグナリングフリーモビリティの指示を受信するステップを含
み、前記ＴＡＵ手順はシグナリングフリーモビリティが指示されない場合に実行されるこ
とを特徴とする請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　前記指示は受信されたブロードキャストにビットセットを含むことを特徴とする請求項
１８に記載の方法。
【請求項２０】
　前記指示は、前記ブロードキャストＣＳＧ　ＴＡ識別子がシグナリングフリーモビリテ
ィのＴＡ識別子リストにあるかどうかの判定を含むことを特徴とする請求項１８に記載の
方法。
【請求項２１】
　前記シグナリングフリーモビリティのＴＡ識別子リストは、ＴＡ　Ｕｐｄａｔｅ　Ａｃ
ｃｅｐｔメッセージ内のＷＴＲＵに割り当てられたＴＡのリストを含むことを特徴とする
請求項２０に記載の方法。
【請求項２２】
　前記ブロードキャストＣＳＧ　ＴＡ識別子が格納されているＣＳＧ　ＴＡ識別子と一致
しない場合、前記ＷＴＲＵは前記ＣＳＧセルへのアクセスを試みないことを特徴とする請
求項８に記載の方法。
【請求項２３】
　ＴＡアップデート手順が前記ＣＳＧセルで実行されないことを特徴とする請求項２２に
記載の方法。
【請求項２４】
　前記ブロードキャストＣＳＧ　ＴＡ識別子が格納されているＣＳＧ　ＴＡ識別子と一致
しない場合、前記ＣＳＧ　ＴＡへのテンポラリー登録手順を試みるステップをさらに含む
ことを特徴とする請求項８に記載の方法。
【請求項２５】
　前記テンポラリー登録手順は、所定のコードを実行するステップを含むことを特徴とす
る請求項２４に記載の方法。
【請求項２６】
　前記テンポラリー登録手順は、２段階認証手順を実行するステップを含むことを特徴と
する請求項２４に記載の方法。
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【請求項２７】
　無線送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）のモビリティ状態を変更するための基地局におけ
る方法であって、
　前記ＷＴＲＵの現在のモビリティ状態を判定するステップと、
　前記ＷＴＲＵの所定の距離関数（metric）を検出するステップと、
　前記所定の距離関数がしきい値を超えているかどうかを判断するステップと、
　前記判断に基づいて前記モビリティ状態を変更するステップと
　を含むことを特徴とする方法。
【請求項２８】
　前記現在のモビリティ状態は低モビリティ状態であり、
　前記所定の距離関数は前記ＷＴＲＵによって実行されたトラッキングエリアの更新（Ｔ
ＡＵ）の回数の計数値であり、
　前記判断するステップはＴＡＵの回数が前記しきい値よりも大きいかどうかを判断する
ステップを含み、
　前記変更するステップは前記ＷＴＲＵを高モビリティ状態に遷移させるステップを含む
ことを特徴とする請求項２７に記載の方法。
【請求項２９】
　前記現在のモビリティ状態は低モビリティ状態であり、
　前記所定の距離関数は前記ＷＴＲＵによって実行されたセル再選択の回数の計数値であ
り、
　前記判断するステップはセル再選択の回数が前記しきい値よりも大きいかどうかを判断
するステップを含み、
　前記変更するステップは前記ＷＴＲＵを高モビリティ状態に遷移させるステップを含む
ことを特徴とする請求項２７に記載の方法。
【請求項３０】
　前記現在のモビリティ状態は高モビリティ状態であり、
　前記所定の距離関数は前記ＷＴＲＵによって実行されたセル再選択の回数の計数値であ
り、
　前記判断するステップはセル再選択の回数が前記しきい値よりも小さいかどうかを判断
するステップを含み、
　前記変更するステップは前記ＷＴＲＵを低モビリティ状態に遷移させるステップを含む
ことを特徴とする請求項２７に記載の方法。
【請求項３１】
　判断するステップは、ＷＴＲＵ位置決め測定結果を調査するステップを含むことを特徴
とする請求項２７に記載の方法。
【請求項３２】
　アンテナと、
　前記アンテナに接続された送信機／受信機と、
　前記送信機／受信機と通信するレポート機能であって、前記ＷＴＲＵに関する情報をレ
ポートするように構成されたレポート機能と、
　前記レポート機能と通信するトラッキングエリアの更新機能であって、トラッキングエ
リアの更新を実行するように構成されたトラッキングエリアの更新機能と、
　前記レポート機能と通信するセル再選択機能であって、セル再選択を実行するように構
成されたセル再選択機能と、
　前記レポート機能と通信するＷＴＲＵ位置決め機能であって、前記ＷＴＲＵの現在の位
置を判定するように構成されたＷＴＲＵ位置決め機能と
　を含むことを特徴とする無線送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）。
【請求項３３】
　前記レポート機能と通信するモビリティ状態機能であって、前記ＷＴＲＵのモビリティ
状態を監視するように構成されたモビリティ状態機能をさらに含むことを特徴とする請求
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項３２に記載のＷＴＲＵ。
【請求項３４】
　無線通信システムのページング負荷を管理するための基地局における方法であって、
　無線送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）のモビリティ状態を判定するステップと、
　前記ＷＴＲＵのタイマーを所定の時間に設定するステップであって、前記所定の時間は
前記ＷＴＲＵのモビリティ状態に基づくステップと、
　前記タイマーが満了すると前記ＷＴＲＵからトラッキングエリアの更新を受信するステ
ップであって、前記タイマーを使用することで前記ページング負荷を最小化するステップ
と
　を含むことを特徴とする方法。
【請求項３５】
　前記ＷＴＲＵのモビリティ状態が変化した場合、前記タイマーはリセットされることを
特徴とする請求項３４に記載の方法。
【請求項３６】
　前記ＷＴＲＵが異なるトラッキングエリアに移動した場合、前記タイマーはリセットさ
れることを特徴とする請求項３４に記載の方法。
【請求項３７】
　前記設定するステップは、割り当てられているトラッキングエリアごとにタイマーを設
定するステップを含むことを特徴とする請求項３４に記載の方法。
【請求項３８】
　前記設定するステップは、各モビリティ状態に対してタイマーを設定するステップを含
むことを特徴とする請求項３４に記載の方法。
【請求項３９】
　静止状態、低モビリティ状態、および高モビリティ状態の各々について１つずつ、３つ
のタイマーが設定されることを特徴とする請求項３８に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線通信に関する。
【背景技術】
【０００２】
　Ｔｈｉｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ（３Ｇ
ＰＰ）では、近年、スペクトル効率を高め、さらに高速なユーザエクスペリエンス（ユー
ザ体験）をもたらすために、新しい技術、新しいネットワークアーキテクチャ、新しい構
成、および新しいアプリケーションとサービスを無線セルラーネットワークにもたらすＬ
ｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ（ＬＴＥ）プログラムに着手している。
【０００３】
　ＬＴＥにおいて、トラッキングエリア（ＴＡ）の概念は、Universal Mobile Telecommu
nications Systems（ＵＭＴＳ：ユニバーサル移動電話システム）のルーティングエリア
／ロケーションエリア（ＲＡ／ＬＡ）およびUMTS Terrestrial Radio Access Network Re
gistration Area（ＵＲＡ）の概念に取って代わり、携帯電話エリアトラッキング操作を
簡略化して、無線送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）が実行する必要のあるエリアの更新に
よって生じるオーバーヘッドを軽減する。ＷＴＲＵは、ＬＴＥ＿ＩＤＬＥ状態にあるとき
は通常、いかなるパケットも送信または受信していない。ＷＴＲＵが基地局またはｅｎｈ
ａｎｃｅｄ　Ｎｏｄｅ　Ｂ（ｅＮＢ）とアクティブに通信していないので、そのＷＴＲＵ
の位置は正確には知られていないこともある。ＴＡはＷＴＲＵが最新に登録されたエリア
を表し、特定のセル内のＷＴＲＵの位置を見つけるためにＴＡ内のＷＴＲＵをページング
（呼び出し）する必要がある。ＴＡアップデート（ＴＡＵ）は、ＷＴＲＵが、あるＴＡか
ら別のＴＡへと境界を越えるときに生成される。
【０００４】
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　ＷＴＲＵアイドルモードにおいて、ＴＡの概念はまた、ＲＡアップデート（ＲＡＵ）お
よびＬＡアップデート（ＬＡＵ）または組み合わしたＲＡＵ／ＬＡＵも含む。現在のＬＴ
Ｅシステムでは、「複数ＴＡ登録（ｍｕｌｔｉｐｌｅ－ＴＡ　ｒｅｇｉｓｔｒａｔｉｏｎ
）」方式（scheme）および「重複ＴＡ（ｏｖｅｒｌａｐｐｉｎｇ　ＴＡ）」方式（scheme
）という２つのＴＡの操作方式（scheme）を定義している。
【０００５】
　「複数ＴＡ」方式においては、ＬＴＥセルは１つのＴＡのみに属すが、ＷＴＲＵは複数
のＴＡで割り当てられてもよい。１つのＷＴＲＵが複数ＴＡに割り当てられる場合、ＷＴ
ＲＵは、割り当てられているＴＡ間の境界を越えるときにＴＡＵを実行する必要がない。
【０００６】
　「重複ＴＡ」方式においては、１つのセルは複数のＴＡに割り当てることができ（シス
テム情報で放送する）、１つのＷＴＲＵは１つのＴＡのみに割り当てられる。重複割り当
てされているセルにおいて、ＷＴＲＵは、その割り当てられているＴＡが重複するセルの
ＴＡリストにある場合、ＴＡＵを実行する必要がない。
【０００７】
　ＴＡＵの回数およびシステムに対して結果として生じるシグナリングオーバーヘッドを
減らすように、ＴＡを割り振ることが検討されてきた。ＬＴＥネットワークにおけるＴＡ
の配置および割り当ては、ＷＴＲＵページングがすべての割り当てられているＴＡでセル
によって実行されるので、アイドルモード（待機モード）でのページング操作に影響を与
える。加えて、複数ＴＡリスト方式では、ＷＴＲＵは複数のＴＡを割り当てられることも
ある。ＬＴＥ＿ＩＤＬＥ状態においては、ネットワークは、ＴＡレベルでしかＷＴＲＵを
認識しない。このことは、ページングおよびその他の目的で、ネットワークが、すべての
割り当てられているＴＡ上でＷＴＲＵとコンタクトすることしかできないことを意味する
が、これはページングの負荷を不必要に増大させる可能性がある。さらに、複数のＴＡを
ＷＴＲＵに割り振る際に使用される基準および方法が不明確である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　近年、「フェムトセル」についてもかなりの関心が寄せられている。マクロセルにアク
セスすることができないエリア内のセルラー受信可能範囲（cellular coverage）を提供
するため、またはこれらのセルにアクセスする際にユーザに差別化した課金を行うために
、家庭または特定の公共の場（例えば地下街や列車の駅など）に配備することができる短
距離基地局のセルがある。そのようなセルは、フェムトセル、Ｈｏｍｅ　Ｎｏｄｅ　Ｂ（
ＨＮＢ）セル、Ｈｏｍｅ　ｅ－Ｎｏｄｅ　Ｂ（ＨｅＮＢ）セル、または最も一般的には、
クローズドサブスクライバグループ（ＣＳＧ：Ｃｌｏｓｅｄ　Ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　Ｇ
ｒｏｕｐ）セルと呼ばれている。
【０００９】
　したがって、ＴＡの割り振り（アロケーション）を支援し、さらにシステムのページン
グ操作とＴＡＵ間でのＬＴＥシステム負荷に対する可能な最善の均衡化を達成するのに役
立つように、モビリティ（移動性）および位置決め情報をネットワークに提供することが
できる方法および装置を提供することは有益であろう。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　均衡化されたシステムページング負荷を達成して、不必要なトラッキングエリアの更新
（ＴＡＵ）要求の回数を減らすことを目的とする、ＬＴＥトラッキングエリア（ＴＡ）操
作のための方法および装置を開示する。ＬＴＥ　ＴＡＵ要求とＬＴＥページング操作との
間に適正な均衡化を達成することができるように、ＬＴＥ　ＴＡ操作モビリティ状態、Ｗ
ＴＲＵでのそれらの遷移、およびネットワークへのそれらのシグナリングもまた記載する
。これらの課題に対処するために、ＷＴＲＵ位置決め測定結果からのＷＴＲＵモビリティ
検出、ＷＴＲＵセル再選択回数およびＴＡＵの計数値、調整可能ＴＡタイマーの使用を含
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む、様々な機構を提供する。
【００１１】
　さらに詳細な理解は、一例として示した、添付の図面と併せて理解される、以下の説明
から得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】複数ＴＡリスト方式のＴＡ配置を示す図である。
【図２】重複ＴＡ方式のＴＡ配置を示す図である。
【図３】無線送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）のモビリティ状態遷移図である。
【図４】低モビリティ状態から高モビリティ状態へとＷＴＲＵを遷移させる方法を示す流
れ図である。
【図５】ＷＴＲＵを高モビリティ状態から低モビリティ状態へと遷移させる方法を示す流
れ図である。
【図６】ＴＡＵおよびセル再選択を実行するように構成されたＷＴＲＵを示すブロック図
である。
【図７】ＴＡ操作を示す典型的な信号図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　これ以降「無線送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）」という用語が参照される場合、これ
はユーザ機器（ＵＥ）、移動局、固定または携帯電話加入者ユニット、ページャー（ポケ
ットベル）、携帯電話、携帯情報端末（ＰＤＡ）、コンピュータ、または無線環境におい
て動作することのできる他の任意の種類のユーザ装置を含むが、これらに限定されること
はない。これ以降「基地局」という用語が参照される場合、これはＮｏｄｅ　Ｂ、サイト
コントローラ、アクセスポイント（ＡＰ）、または無線環境において動作することのでき
る他の任意の種類のインターフェース接続装置を含むが、これらに限定されることはない
。
【００１４】
　ＴＡの割り振り
　システムレベルにおいて、現在のＴＡ割り振り（アロケーション）方式の各々に関して
以下のＴＡ割り振りの原理が使用される。
【００１５】
　１．ＷＴＲＵが携帯電話（モバイル）である場合、システムのシグナリング負荷を減ら
すように、可能な限り少ないＴＡＵを実行すべきである。このことは、セルからセルまで
再選択するＷＴＲＵがＴＡアップデートをトリガしないように、１つのＴＡまたは複数の
ＴＡが可能な限り多くのセルをカバーする必要があることを意味する。
【００１６】
　２．ＷＴＲＵが比較的静止の場合、ＷＴＲＵへの着信コールによって生じるＬＴＥペー
ジングは、システム全体のページング負荷（paging load system-wide）を減らすように
、可能な限り少ないセルにおいて実施されるべきである。
【００１７】
　ＴＡ割り振り（アロケーション）の原理の適正な均衡を達成するために、以下のＴＡ割
り振り方式を使用することができる。
【００１８】
　１．複数ＴＡリスト方式。ＷＴＲＵが静止状態にあるか、または低いモビリティ（移動
性）状態にある場合には、１つのＴＡだけがＷＴＲＵに割り当てられる。１つのＴＡだけ
の場合、ＷＴＲＵは多数のＴＡＵを負わされることはないので、システムは、１つのＴＡ
の小さい有効範囲エリアでＷＴＲＵをページングすることができる。ＷＴＲＵが高いモビ
リティ状態にある場合には、ＴＡＵの回数を最小化するように複数のＴＡをＷＴＲＵに割
り当てることができる。ただし、各セルは、１つのＴＡだけに属している。
【００１９】
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　図１は、複数ＴＡリスト方式でのＴＡ配置を示す。特に、図１は、様々なＴＡ、つまり
大きなＴＡおよび小さなＴＡの配置および構成を示している。大きなＴＡは通常、ＷＴＲ
Ｕが一般に、例えばハイウエイ（幹線道路）エリアなどで、継続する期間にわたり高速で
移動するようなところの多数のセルを持つ地理的エリアをカバーする。このエリアまたは
同様のエリアにおいて、ＴＡは、移動を行う道路に沿った多数のＬＴＥセル上に配置され
てもよい。このことは、大きなＴＡ－３およびＴＡ－４、ならびにそれらの関連するセル
によって示されている。
【００２０】
　小さなＴＡは一般に、ＷＴＲＵが、小さなＴＡ－１および小さなＴＡ－２のような低モ
ビリティまたはさらに静止であるような場所に配置される。小さなＴＡはまた、高速エリ
アに隣接して配置することができる。図１のセル－１およびセル－２のような特定のセル
は、幹線道路の入り口付近に配置されるので、ＷＴＲＵは、少ない回数のＴＡＵでの高速
移動のために、複数のＴＡ（ＴＡ－３およびＴＡ－４）に割り当てられることとなる。
【００２１】
　２．ＴＡ重複方式。個々のセルは、複数のＴＡに属すことができる。２段階のＴＡカバ
ーの方式は、ＷＴＲＵが高モビリティ状態にあるとき、ＷＴＲＵが多数の個別のＬＴＥセ
ルを持つ大きい地理的エリアをカバーするＴＡに割り当てられるように、用いられる。よ
り大きなＴＡでは、ＷＴＲＵは、多くのＴＡＵを実行する必要がない。ＷＴＲＵが低モビ
リティ状態または静止状態にある場合には、ＷＴＲＵはセルの数がより少ない小さな地理
的エリアを有するＴＡに割り当てられる。大きなＴＡと小さなＴＡとの間の遷移（トラン
ジション）は、両方のＴＡによってカバーされるセルで生じることができる。
【００２２】
　図２は、重複ＴＡ方式のＴＡ配置を示す。特に、大きなＴＡは一般に、ＷＴＲＵが、例
えば幹線道路エリアなどで、継続する時間にわたり高速で移動できるところの地理的エリ
アをカバーするように割り当てられるが、小さなＴＡは、ＷＴＲＵが高速では移動しない
ところのセルに割り当てられる。大きなＴＡおよび小さなＴＡの両方の境遇にある重複セ
ル（例えば、図２の重複セル－１および重複セル－２）は通常、多くの静止または低モビ
リティのＷＴＲＵが留まるところの小さなＴＡ（幹線道路に隣接するモール（商店街）エ
リアなど）に配置される。
【００２３】
　ＣＳＧセルＴＡ
　ＣＳＧセルは、通常（例えば）地域の一世帯相当量をカバーすることを目的とした非常
に小さいセルである。したがって、ＣＳＧ　ＴＡは、セルラー（携帯電話）の受信可能範
囲として望ましい小さいエリア（例えば、家庭または地下ショッピングセンター）をカバ
ーする１つまたは複数の小さいＣＳＧセルのＴＡを表す。ＣＳＧセルへのアクセスを許可
される唯一のＷＴＲＵは、汎用加入者識別モジュール（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｓｕｂｓｃ
ｒｉｂｅｒ　Ｉｄｅｎｔｉｔｙ　Ｍｏｄｕｌｅ）（ＵＳＩＭまたはそのＬＴＥ等価物もし
くはＷＴＲＵの汎用集積回路カード（ＵＩＣＣ：Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｉｎｔｅｇｒａｔ
ｅｄ　Ｃｉｒｃｕｉｔ　Ｃａｒｄ）に常駐する別のアプリケーション）がＣＳＧセルのＣ
ＳＧ　ＴＡ　ＩＤを含むようなＷＴＲＵである。
【００２４】
　ＣＳＧ　ＴＡコード（ＴＡＣ）とオペレータの地上波公共移動通信ネットワーク（ＰＬ
ＭＮ：Ｐｕｂｌｉｃ　Ｌａｎｄ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）ＩＤを結びつけること
によってとＣＳＧ　ＴＡ　ＩＤが判定されうるという点において、ＣＳＧ　ＴＡ　ＩＤは
マクロセルＴＡ　ＩＤと構造が似ているであろう。ＣＳＧ　ＴＡＣは、マクロセルＴＡＣ
と同じ長さであってもよい。代替として、ＣＳＧ　ＴＡ　ＩＤは、マクロセルＴＡ　ＩＤ
とは異なるフォーマット、構造、または長さを有することができる。そのＵＳＩＭ（また
はＵＩＣＣに常駐する任意の他のアプリケーション）においてＷＴＲＵは、ＣＳＧ　ＴＡ
　ＩＤの一部のみを格納することができる。
【００２５】
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　ＣＳＧ　ＴＡ　ＩＤは、ＣＳＧセルのプロパティ／スケールを指示するためのインジケ
ータフィールドを有することができる。ＣＳＧセルは、ＣＳＧ　ＴＡＣとＰＬＭＮ　ＩＤ
を別個のフィールドでブロードキャスト（同報通信）することができ、（例えば、ＮＡＳ
層内の）ＷＴＲＵは、ブロードキャストされた情報からＣＳＧ　ＴＡ　ＩＤを構築する必
要がある場合がある。ＵＳＩＭ許可ＴＡリストにＣＳＧセルのＴＡ　ＩＤを持つＷＴＲＵ
は、ＣＳＧセルのクローズドサブスクライバグループ（閉鎖的加入者グループ）またはＨ
ＮＢ（Ｈｏｍｅ　Ｎｏｄｅ　Ｂ）に属すことができる。
【００２６】
　アイドルモードにあるＷＴＲＵが、そのＵＳＩＭ（またはそのＬＴＥ等価物もしくはＵ
ＩＣＣに常駐する別のアプリケーション）で構成されていないＴＡ　ＩＤを有するＣＳＧ
セルを検出した場合、ＷＴＲＵはそのＣＳＧセルにアクセスを試みることはなく、またＴ
ＳＵ手順（手続）を実行することはない。ＷＴＲＵがアクセスできるＣＳＧセルのＴＡ　
ＩＤで、ネットワークがＷＴＲＵを設定できるように、非アクセス階層（ＮＡＳ）Ｔｒａ
ｃｋｉｎｇ　Ａｒｅａ　Ａｃｃｅｐｔメッセージが新規な情報要素（ＩＥ）を含むことを
提案する。１つの実施形態において、そのＩＥは、ＷＴＲＵがアクセスすることができる
ＣＳＧセルのＴＡ　ＩＤを含む。
【００２７】
　許容ＣＳＧセルＴＡ　ＩＤのＴＡ　ＩＤリストには含まれているＴＡ　ＩＤであるが、
（シグナリングフリーのモビリティの）ＴＡ　ＩＤのＴＡ　ＩＤ許容リストには含まれて
いないＴＡ　ＩＤを有するＣＳＧセルを、アイドルモードにあるＷＴＲＵが検出した場合
には、そのＷＴＲＵがこのＣＳＧセルにアクセスしても、このＣＳＧセルに対してアイド
ルモードセルの選択／再選択を行う際にＴＡＵ手順がトリガされる必要があると云える。
言い換えれば、マクロＴＡとＣＳＧ　ＴＡとの間のシグナリングフリーモビリティ（つま
り、ＴＡＵ手順を実行することのない異なるＴＡに属する２つのセル間のモビリティ）は
、（例えば、ＴＡＵ手順で設定された複数のＴＡの）シグナリングフリーモビリティのネ
ットワークによってＷＴＲＵに設定された複数のＴＡのうちの１つとしてＣＳＧ　ＴＡ　
ＩＤが明示的に含まれる場合に限り、許可するとすることができる。
【００２８】
　ＣＳＧセルまたはマクロセルは、シグナリングフリーモビリティが許可されるかどうか
を（例えば、ブロードキャストチャネルでＳＩＢを使用して）指示することができる。そ
のような指示は、例えば１ビットのインジケータ（指標）によって提供されてもよい。適
切な指示が存在する場合、ＷＴＲＵは、ＣＳＧ　ＴＡ　ＩＤがＷＴＲＵで設定されている
という条件で、ＴＡＵ手順を実行することなく、ＣＳＧセルに留まることができる。代替
として、ＷＴＲＵは、ＣＳＧ　ＴＡ　ＩＤがＷＴＲＵ内に設定されているという条件で、
ＴＡＵ手順を実行することなく、ＣＳＧセルに常時留まることができる。そのような指示
がない場合には、またはその指示が否定（ネガティブ）である場合には、ＷＴＲＵは、Ｃ
ＳＧセルに留まることができるが、ＣＳＧ　ＴＡ　ＩＤがＷＴＲＵ内に設定されていると
いう条件で、ＴＡＵ手順を実行する。
【００２９】
　ＣＳＧセルＴＡユーザグループの外部のＷＴＲＵ（「ビジターＷＴＲＵ」と呼ぶ）がＣ
ＳＧセルＴＡにアクセスするためには、それらＷＴＲＵは、特殊コード（例えば、５１１
）またはオペレータ（演算子）を介しての手順を実行する必要があるとすることができる
。その手順の一例は、ＣＳＧセルＴＡへの一時的な時限アクセスを取得する（したがって
、ＣＳＧセルＡＰが特定の特殊アクセスコードを許可する）ための、ホストアクセスポイ
ント（ＡＰ）／ｅｎｈａｎｃｅｄ　Ｎｏｄｅ　Ｂ（ｅＮＢ）から適時生成された認証コー
ドを伴った「２本立て認証（ｔｗｏ－ｆａｃｔｏｒ　ａｕｔｈｅｎｔｉｃａｔｉｏｎ）」
手順である。テンポラリー登録が成功した場合、この１つのＴＡだけが割り当てられる。
関与する複数のＴＡが、頻繁なＴＡＵピンポン（ｐｉｎｇ－ｐｏｎｇ）効果が観察される
場合に割り当てられてもよい。これらの状況におけるピンポン効果は、ＷＴＲＵが、ＣＳ
Ｇセルにアクセスしているときに不必要なＴＡＵを送信する場合に生じる。
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【００３０】
　ＣＳＧセルＴＡ内のすべてのＷＴＲＵは、静止または低モビリティと見なされる。した
がって、ＷＴＲＵがＬＴＥ＿ＩＤＬＥ状態にある場合には、非周期のＴＡＵ（ｎｏ　ｐｅ
ｒｉｏｄｉｃ　ＴＡＵ）、または長周期ＴＡＵ（ｌｏｎｇ　ｐｅｒｉｏｄｉｃ　ＴＡＵ）
を提案する。したがって、ＴＡＵピンポン効果は頻繁に観察されている場合には、このＴ
Ａ内の許可されたＷＴＲＵへのページングは、この１つの小さなセルまたは割り当てられ
たＴＡのみを対象にすることができる。
【００３１】
　ＷＴＲＵモビリティ検出用の機構
　ＷＴＲＵモビリティ検出用の機構は数多くある。ＴＡＵ計数（counting）、セル再選択
計数、および位置決め検出は、ＷＴＲＵとネットワーク間の協働作業の労作（coordinate
d efforts）である。ＷＴＲＵは、変化（例えば、ＴＡの変化、セル受信可能範囲の変化
、および位置の変化）を検出するなどのアクションを実行し、アップデート（ＴＡまたは
セルの）を信号伝達するか、または位置をネットワークに報告する。ネットワークは統計
値を収集して、ＷＴＲＵのモビリティ状態を判定し、それに応じてＴＡを割り当てる。
【００３２】
　１．ＴＡＵの回数。ＷＴＲＵが低モビリティ状態から高モビリティ状態に遷移している
場合、ＴＡＵの回数の計数は、変更をトリガする（引き起こす）ためのしきい値として使
用することができる。低モビリティ状態におけるＬＴＥ　ＷＴＲＵは通常、小規模サイズ
または中規模サイズのＴＡのもとにあるが、ＷＴＲＵがさらに高速に加速するときには、
より大きなＴＡを備える必要性が、ＴＡＵ計数によって計測されることができる。一定時
間（ｙ）内の異なるＴＡでのＴＡＵの回数（ｘ）は、モビリティ状態のトリガ基準として
使用することができる。
【００３３】
　２．セル再選択判定の回数。高モビリティ状態にあるＷＴＲＵが、（幹線道路から出る
場合のように）その速度を低下しているときには、ＬＴＥ＿ＩＤＬＥ状態におけるモビリ
ティ減少の１つの計測（measurement）は、ＷＴＲＵによって行われたセル再選択の回数
である。ＬＴＥ　ＷＴＲＵは通常、ＴＡＵの回数を減らすために大きなＴＡにすでに割り
当てられているので、高モビリティ状態においてはＴＡＵ計数を使用することができない
。それ故、ＴＡＵ計数は正確なモビリティの測度ではないであろう。
【００３４】
　セル再選択の計数はまた、ＷＴＲＵが低モビリティ状態から高モビリティ状態に遷移し
ているかどうかを判定するためにも使用できることに留意されたい。
【００３５】
　３．ＷＴＲＵ位置決め支援でのモビリティ検出。ＬＴＥ　ＷＴＲＵが主に位置決めデバ
イスでサポートされることを条件として、ＷＴＲＵのモビリティ状態は、位置決め測定の
結果、つまり、位置決めの経度および緯度で測定されてもよい。ＬＴＥ　ＷＴＲＵによっ
て得られる絶対位置オフセット量は、ネットワークにＷＴＲＵの速度を提供するが、これ
はＴＡＵ計数またはセル再選択計数と組み合わされた場合は、モビリティ状態検出に関し
て正確な測度である。
【００３６】
　４．ＷＴＲＵドップラー測定に基づくＷＴＲＵモビリティ検出。ＷＴＲＵは、ＧＰＳ機
能を備えていない場合があるので、ＷＴＲＵによるドップラー測定が、ＷＴＲＵ速度を検
出するために使用されてもよい。この方法は、ＷＴＲＵモビリティ状態情報を取得するた
めに、前述の計数の方法と組み合わせることができる。
【００３７】
　ＷＴＲＵのモビリティ状態およびモビリティ状態遷移
　図３は、ＷＴＲＵのモビリティ状態遷移図である。ＬＴＥ　ＷＴＲＵは、静止状態、低
モビリティ状態、および高モビリティ状態を含む複数のモビリティ状態にあってもよいが
、これらに限定されることはない。
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【００３８】
　静止状態にあるＬＴＥ　ＷＴＲＵは、セル再選択を経てセル境界を越えるという点に関
して、動いていないかまたはほとんど動いていない場合には、ＬＴＥ＿ＩＤＬＥ状態にお
ける静止である。その結果、これらのＷＴＲＵは、ＴＡＵを実行することはまれである（
ＴＡＵタイマーによって管理された周期ＴＡＵの場合を除く）。したがって、これらの静
止ＬＴＥ　ＷＴＲＵは、システムのページング負荷を軽減するために、１つまたは少数の
セルを持つ単一の小さなＴＡに割り当てることができる。
【００３９】
　低モビリティ状態において、ＬＴＥ　ＷＴＲＵは、一般道路または渋滞した幹線道路で
低速で走行する場合のように、低速で位置を移動または変更している（例えば、ｙ秒の時
間にわたり新しいセルをｘ回再選択する、あるいはｚ　ｋｍｐｈ（キロマイル／時）以下
で移動する）。低モビリティ状態におけるＷＴＲＵは、１つまたは少数のＴＡ（複数ＴＡ
）もしくは重複するＴＡのセルに割り当てることができ、ＬＴＥ＿ＩＤＬＥ状態ＷＴＲＵ
のＴＡＵ負荷および着信コールページング負荷が均衡化されているＴＡは小さい（つまり
、１つのＴＡが多数のセルをカバーする）。
【００４０】
　高モビリティ状態におけるＬＴＥ　ＷＴＲＵは、幹線道路を走行してセルを迅速に変更
している（ｙ秒あたりｘ回を超える）場合のように、高速で移動している。この状態にお
けるＬＴＥ　ＷＴＲＵは、高速モバイルパスに沿った多数のＴＡ（複数ＴＡ）に割り当て
ることも、または多くのセルをカバーする大きなＴＡに割り当てることも、および多くの
より小さなＴＡ（重複ＴＡ）に割り当てることもできる。ＷＴＲＵが高モビリティ状態に
ある場合、ＴＡＵの数を減らすことは、考慮すべき重要事項である。
【００４１】
　図４は、低モビリティ状態から高モビリティ状態へとＷＴＲＵを遷移させる手順（meth
od）４００を示す流れ図である。この手順４００は、低モビリティ状態にあるＷＴＲＵで
開始する（ステップ４０２）。ＷＴＲＵは、ＴＡＵまたはセル再選択を実行し（ステップ
４０４）、ＴＡＵの回数またはセル再選択の回数をカウントする（ステップ４０６）。Ｔ
ＡＵの回数またはセル再選択の回数が所定のしきい値よりも大きいかどうかについて判定
する（ステップ４０８）。ＴＡＵの回数またはセル再選択の回数がしきい値よりも小さい
場合には、この手順は、ＴＡＵまたはセル再選択の実行を続行する（ステップ４０４）。
ＴＡＵの回数またはセル再選択の回数がしきい値を超える場合には（ステップ４０８）、
ＷＴＲＵは高モビリティ状態に遷移し（ステップ４１０）、この手順は終了する（ステッ
プ４１２）。
【００４２】
　図５は、ＷＴＲＵを高モビリティ状態から低モビリティ状態へと遷移させる手順（meth
od）５００を示す流れ図である。この手順５００は、高モビリティ状態にあるＷＴＲＵで
開始する（ステップ５０２）。ＷＴＲＵは、セル再選択を実行し（ステップ５０４）、セ
ル再選択の回数をカウントする（ステップ５０６）。セル再選択の回数が所定のしきい値
よりも小さいかどうかについて判定する（ステップ５０８）。ＷＴＲＵがより低速に移動
している場合には、ＷＴＲＵはより少ないセル再選択を実行することになる。セル再選択
の回数がしきい値よりも大きい場合には、この手順は、セル再選択の実行を続行する（ス
テップ５０４）。セル再選択の回数がしきい値よりも小さい場合には（ステップ５０８）
、ＷＴＲＵは低モビリティ状態に遷移し（ステップ５１０）、この手順は終了する（ステ
ップ５１２）。
【００４３】
　図６は、ＴＡＵおよびセル再選択を実行するように構成されたＷＴＲＵ６００、ならび
にモビリティ状態判定機能を実行するネットワーク／ｅＮＢ６２０を示すブロック図であ
る。ＷＴＲＵ６００は、送信機／受信機６０２、およびこの送信機／受信機６０２に接続
されたアンテナ６０４を含む。ＴＡＵ機能６１０、セル再選択機能６１２、およびＷＴＲ
Ｕ位置決め機能６１４は、それぞれ、ＴＡＵ、セル再選択、およびＷＴＲＵ位置検出を実
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行するように構成され、レポート機能６１８を介して送信機／受信機６０２と交信する。
ＷＴＲＵはまた、自身のアイドルモードモビリティ管理のためにモビリティ状態機能６１
６を保持する。
【００４４】
　ネットワーク／ｅＮＢ６２０は、送信機／受信機６２２、およびその送信機／受信機６
２２に接続されたアンテナ６２４を含む。ＴＡＵ／セル再選択カウンタおよびＷＴＲＵ位
置監視機能６２６は、送信機／受信機６２２と交信し、ＴＡＵおよび／またはセル再選択
をカウントするように構成され、ＷＴＲＵの現在の位置の更新を受け取るように構成され
ている。モビリティ状態判定機能６２８は、ＷＴＲＵ６００のモビリティ状態を保持する
ように構成され、カウンタ６２６および送信機／受信機６２２と交信する。ネットワーク
／ｅＮＢ６２０は、手順４００および手順５００の両方を実行することができる。
【００４５】
　ＴＡタイマー管理
　ほとんどの場合、ＷＴＲＵがＬＴＥ＿Ａｃｔｉｖｅ状態にあるとき、ネットワークは、
ＷＴＲＵが実行したに違いないセルアップデート（セル更新）手順を通じてＷＴＲＵの位
置を認識するであろう。したがって、ネットワークが定期的なアップデートを望まない限
り、（タイマーを介して）ＴＡを定期的にアップデートする必要がない場合もありうる。
アップデートは、明示的または黙示的のいずれで行われてもよい。代替として、ネットワ
ークは、タイマーに信号を送り、ＬＴＥ＿ＩＤＬＥ状態に遷移するときに、そのタイマー
を始動するようＷＴＲＵに指示することもできる。
【００４６】
　ＬＴＥ＿ＩＤＬＥ状態において、ネットワークにとって、ページング負荷を最小にする
ために、ＷＴＲＵの正確なＴＡレベル情報を持つことが必要となる場合もある。ＷＴＲＵ
は、静止、低モビリティ、および高モビリティという異なるモビリティのシナリオにあっ
てもよい。ネットワークは、ＷＴＲＵのモビリティ状態を考慮して、長さが適切である単
一のタイマーを割り振ることができる。代替として、ネットワークは、ＴＡＵ効率に対し
て最適なページング効率を達成するように、長さが調整された複数のタイマー（例えば、
モビリティ状態ごとに１つのタイマー、または割り当てられたＴＡごとに１つのタイマー
）を割り振ることもでき、ＷＴＲＵは、そのＷＴＲＵのモビリティ状態および／または現
在のＴＡの判断を考慮して、これらのタイマーを始動または再始動する機能を備えること
ができる。
【００４７】
　ＴＡのスケール
　ネットワークは、その手順の一環として、各ＴＡの相対的サイズをＷＴＲＵに指示する
ように選択してもよい。複数ＴＡリストの場合、ネットワークは、ＴＡ応答を使用してこ
れを行うように選択してもよい。一般に、ネットワークは、この情報をセルからブロード
キャストチャネルのＳＩＢ上に置くことができる。代替として、ＴＡ　ＩＤは、ＷＴＲＵ
が、（モビリティ状態機能６１６からの）そのモビリティ状態に基づいてＴＡ境界で望ま
しいセル再選択の判定を行い、続いて（モビリティ状態機能６１６からの）そのモビリテ
ィ状態に基づいてＴＡを選択してＴＡＵを要求することを容易にするために、ＴＡエリア
の適用範囲についての指示領域をリザーブ（予約）しておくことができる。
【００４８】
　ＴＡＵとページングトラフィックの均衡化
　システムの観点からは、ネットワークによる均衡化されたＴＡＵとページング負荷のた
めのＷＴＲＵ　ＴＡ割り当ては、ＷＴＲＵのモビリティ状態情報を頼りに達成される。図
７は、ＷＴＲＵ７０２とネットワーク７０４との間のＴＡ操作を示す典型的な信号図７０
０である。
【００４９】
　ＷＴＲＵ７０２は、電源投入されると、ＡＴＴＡＣＨ　Ｒｅｑｕｅｓｔメッセージ７１
０またはＬＴＥの等価メッセージを送信して、ネットワーク７０４に登録させる。ＡＴＴ
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ＡＣＨ　Ｒｅｑｕｅｓｔメッセージ７１０は、ＷＴＲＵ　ＩＤ（Ｐａｃｋｅｔ－Ｔｅｍｐ
ｏｒａｒｙ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　Ｉｄｅｎｔｉｔｙ（Ｐ－ＴＭＳＩ）
またはＩｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　Ｉｄｅｎｔ
ｉｔｙ（ＩＭＳＩ））、およびＷＴＲＵ７０２がネットワーク７０４から切断される前に
最後に割り当てられた以前のＴＡ　ＩＤを含む。オプションとして、ＷＴＲＵ７０２はま
た、「ＷＴＲＵ－ｍｏｂｉｄｉｌｙ－ｉｎｆｏ」情報要素（ＩＥ）を入手可能な情報と共
に送信して、ネットワーク７０４によるＷＴＲＵ７０２のＴＡ割り当てを助けることもで
きる。
【００５０】
　ネットワーク７０４は、ＷＴＲＵ７０２から登録要求を受け入れると、ＡＴＴＡＣＨ　
Ａｃｃｅｐｔメッセージ７１２をＷＴＲＵ７０２に送信する。メッセージ７１２は、新し
く割り当てられたＴＭＳＩと、おそらくはモビリティ情報に基づいてＷＴＲＵ７０２によ
り割り当てられているＴＡについての新しいＴＡ　ＩＤを含む。
【００５１】
　ＷＴＲＵ７０２がＴＡＵを実行するときに「、ＷＴＲＵは、ＴＡ　Ｒｅｑｕｅｓｔメッ
セージ７１４を送信することができるが、これにはＴＡへの割り当てに関するネットワー
ク７０４への（位置変更情報、セル再選択カウント、または派生ＷＴＲＵモビリティ状態
情報などの）ＷＴＲＵモビリティ情報が含まれる。ＷＴＲＵモビリティ情報はまた、ＷＴ
ＲＵのモビリティ状態、セル再選択の回数、ＷＴＲＵ位置変更測定結果、および好ましい
ＴＡ－ＩＤも含むことができる。
【００５２】
　ネットワーク７０４は、ＴＡＵ　Ａｃｃｅｐｔメッセージ７１６を送信することにより
、ＴＡ　Ｒｅｑｕｅｓｔメッセージ７１４に応答するが、このＴＡＵ　Ａｃｃｅｐｔメッ
セージはＴＡ　Ｒｅｑｕｅｓｔメッセージ７１４に含まれているＷＴＲＵモビリティ情報
に基づいて、対応するＴＡ　ＩＤ、ＴＭＳＩ、およびＴＡタイマーで新しいＴＡを割り当
てる。
【００５３】
　特徴および要素が特定の組合せで説明されているが、各々の特徴または要素は、他の特
徴および要素を用いることなく単独で使用することができ、あるいはまた他の特徴および
要素の有無にかかわらず様々な組合せで使用することもできる。本明細書において提供さ
れる手順法または流れ図は、汎用コンピュータまたはプロセッサによって実行するために
コンピュータ可読記憶媒体に明白に具現されるコンピュータプログラム、ソフトウェア、
またはファームウェアで実施することができる。コンピュータ可読記憶媒体の例としては
、読み取り専用メモリ（ＲＯＭ）、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、レジスタ、キャ
ッシュメモリ、半導体メモリデバイス、内蔵ハードディスクおよび取り外し可能ディスク
などの磁気媒体、磁気光学媒体、ＣＤ－ＲＯＭディスクおよびデジタル多用途ディスク（
ＤＶＤ）などの光媒体を含む。
【００５４】
　適切なプロセッサは、一例として、汎用プロセッサ、特殊用途プロセッサ、標準的なプ
ロセッサ、デジタルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ）、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰ
コアと関連する１つまたは複数のマイクロプロセッサ、コントローラ、マイクロコントロ
ーラ、特殊用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（Ｆ
ＰＧＡ；Ｆｉｅｌｄ　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　Ｇａｔｅ　Ａｒｒａｙ）回路、任意の
他のタイプの集積回路（ＩＣ）、および／または状態機械を含む。
【００５５】
　ソフトウェアと関連するプロセッサは、無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）、ユーザ機器
（ＵＥ）、端末、基地局、無線ネットワークコントローラ（ＲＮＣ）、または任意のホス
トコンピュータにおいて使用する無線周波数送受信機を実施するために使用することがで
きる。ＷＴＲＵは、ハードウェアおよび／またはソフトウェアで実施される、例えばカメ
ラ、ビデオカメラモジュール、テレビ電話、スピーカーホン、振動装置、スピーカー、マ
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イクロホン、テレビ送受信機、ハンドフリーヘッドセット、キーボード、ブルートゥース
（登録商標）モジュール、周波数変調（ＦＭ）無線装置、液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）表
示装置、有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ：ｏｒｇａｎｉｃ　ｌｉｇｈｔ－ｅｍｉｔｔｉｎ
ｇ　ｄｉｏｄｅ）表示装置、デジタル音楽プレイヤー、メディアプレイヤー、テレビゲー
ムプレイヤーモジュール、インターネットブラウザ、および／または任意の無線ローカル
エリアネットワーク（ＷＬＡＮ）モジュールなどのモジュールと共に使用することができ
る。
【００５６】
　実施形態
　１．トラッキングエリア（ＴＡ）を割り当てるための基地局における方法は、無線送信
／受信ユニット（ＷＴＲＵ）のモビリティ状態を判定するステップと、判定されたモビリ
ティ状態に基づいてＴＡを割り当てるステップとを含む。
　２．割り当てるステップは、ＷＴＲＵが静止状態および低モビリティ状態のうちの１つ
にあるとき、１つのＴＡまたは小さなＴＡをＷＴＲＵに割り当てるステップを含むことを
特徴とする実施形態１に記載の方法。
　３．小さなＴＡは複数のセルを含むことを特徴とする実施形態２に記載の方法。
　４．割り当てるステップは、ＷＴＲＵが高モビリティ状態にあるとき、複数のＴＡまた
は大きなＴＡをＷＴＲＵに割り当てるステップを含むことを特徴とする実施形態１に記載
の方法。
　５．大きなＴＡは複数のセルを含むことを特徴とする実施形態４に記載の方法。
　６．クローズドサブスクライバグループ（ＣＳＧ：ｃｌｏｓｅｄ　ｓｕｂｓｃｒｉｂｅ
ｒ　ｇｒｏｕｐ）セルへのアクセスを判定するための無線送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ
）における方法は、ＣＳＧトラッキングエリア（ＴＡ）識別子を受信するステップと、受
信したＣＳＧ　ＴＡ識別子を格納するステップと、ＣＳＧセルによってブロードキャスト
されたＣＳＧ　ＴＡ識別子を受信するステップと、ＣＳＧセルによってブロードキャスト
された識別子が格納されているＣＳＧ　ＴＡ識別子と一致する場合にＣＳＧセルへのアク
セスが許可されることを判定するステップとを含む。
　７．格納するステップは、ＣＳＧ　ＴＡ識別子を汎用集積回路カード（Ｕｎｉｖｅｒｓ
ａｌ　Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　Ｃｉｒｃｕｉｔ　Ｃａｒｄ）上または汎用加入者識別モジ
ュール（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　Ｉｄｅｎｔｉｔｙ　Ｍｏｄｕｌｅ
）アプリケーション内に格納するステップを含むことを特徴とする実施形態６に記載の方
法。
　８．格納するステップは、ＣＳＧ　ＴＡ識別子の一部を汎用集積回路カード上または汎
用加入者識別モジュールアプリケーション内に格納するステップを含むことを特徴とする
実施形態６に記載の方法。
　９．ＣＳＧ　ＴＡ識別子は、地上波公共移動通信ネットワーク（ＰＬＭＮ：Ｐｕｂｌｉ
ｃ　Ｌａｎｄ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）識別子と連結されたＣＳＧ　ＴＡコード
から成ることを特徴とする実施形態６から８のいずれか一項に記載の方法。
　１０．ブロードキャストＣＳＧ　ＴＡ識別子は、ＣＳＧ　ＴＡコードおよびＰＬＭＮ識
別子を含む別個のフィールドを含むことを特徴とする実施形態９に記載の方法。
　１１．ＣＳＧ　ＴＡコードおよびＰＬＭＮ識別子を連結することによってブロードキャ
ストＣＳＧ　ＴＡ識別子を構築するステップをさらに備えることを特徴とする実施形態１
０に記載の方法。
　１２．ＣＳＧ　ＴＡコードは、マクロセルのＴＡコードとは異なる長さを有することを
特徴とする実施形態６から１１のいずれか一項に記載の方法。
　１３．ＷＴＲＵがＣＳＧ　ＴＡにアクセスするときにトラッキングエリアの更新（ＴＡ
Ｕ）手順が実行されるべきであるかどうかを判定するステップをさらに備えることを特徴
とする実施形態６から１２のいずれか一項に記載の方法。
　１４．判定するステップは、シグナリングフリーモビリティの指示を受信するステップ
を含み、ＴＡＵ手順はシグナリングフリーモビリティが指示されない場合に実行されるこ
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とを特徴とする実施形態１３に記載の方法。
　１５．指示は受信されたブロードキャストにビットセットを含むことを特徴とする実施
形態１４に記載の方法。
　１６．指示は、ブロードキャストＣＳＧ　ＴＡ識別子がシグナリングフリーモビリティ
のＴＡ識別子リストにあるかどうかを判定するステップを含むことを特徴とする実施形態
１４または１５に記載の方法。
　１７．シグナリングフリーモビリティのＴＡ識別子リストは、ＷＴＲＵに割り当てられ
たＴＡのリストをＴＡ　Ｕｐｄａｔｅ　Ａｃｃｅｐｔメッセージ内に含むことを特徴とす
る実施形態１６に記載の方法。
　１８．ブロードキャストＣＳＧ　ＴＡ識別子が格納されているＣＳＧ　ＴＡ識別子と一
致しない場合、ＷＴＲＵはＣＳＧセルへのアクセスを試みないことを特徴とする実施形態
６から１７のいずれか一項に記載の方法。
　１９．ＴＡアップデート手順はＣＳＧセルで実行されないことを特徴とする実施形態１
８に記載の方法。
　２０．ブロードキャストＣＳＧ　ＴＡ識別子が格納されているＣＳＧ　ＴＡ識別子と一
致しない場合、ＣＳＧ　ＴＡへのテンポラリー登録手順を試みるステップをさらに含むこ
とを特徴とする実施形態６から１７のいずれか一項に記載の方法。
　２１．テンポラリー登録手順は、所定のコードを実行するステップを含むことを特徴と
する実施形態２０に記載の方法。
　２２．テンポラリー登録手順は、２段階認証手順を実行するステップを含むことを特徴
とする実施形態２０に記載の方法。
　２３．無線送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）のモビリティ状態を変更するための基地局
における方法であって、ＷＴＲＵの現在のモビリティ状態を判定するステップと、ＷＴＲ
Ｕの所定の距離関数（metric）を検出するステップと、所定の距離関数がしきい値を超え
ているかどうかを判断するステップと、判断に基づいてモビリティ状態を変更するステッ
プとを含む方法。
　２４．現在のモビリティ状態は低モビリティ状態であり、所定の距離関数はＷＴＲＵに
よって実行されたトラッキングエリアの更新（ＴＡＵ）の回数の計数値またはＷＴＲＵに
よって実行されたセル再選択の回数の計数値であり、判断するステップはＴＡＵの回数ま
たはセル再選択の回数がしきい値よりも大きいかどうかを判定するステップを含み、変更
するステップはＷＴＲＵを高モビリティ状態に遷移させるステップを含むことを特徴とす
る実施形態２３に記載の方法。
　２５．現在のモビリティ状態は高モビリティ状態であり、所定の距離関数はＷＴＲＵに
よって実行されたセル再選択の回数の計数値であり、判断するステップはセル再選択の回
数がしきい値よりも小さいかどうかを判定するステップを含み、変更するステップはＷＴ
ＲＵを低モビリティ状態に遷移させるステップを含むことを特徴とする実施形態２３に記
載の方法。
　２６．判断するステップは、ＷＴＲＵ位置決め測定結果を調査するステップを含むこと
を特徴とする実施形態２３から２５のいずれか一項に記載の方法。
　２７．アンテナと、アンテナに接続された送信機／受信機と、送信機／受信機と通信す
るレポート機能であって、ＷＴＲＵに関する情報をレポートするように構成されたレポー
ト機能と、レポート機能と通信するトラッキングエリアの更新機能であって、トラッキン
グエリアの更新を実行するように構成されたトラッキングエリアの更新機能と、レポート
機能と通信するセル再選択機能であって、セル再選択を実行するように構成されたセル再
選択機能と、レポート機能と通信するＷＴＲＵ位置決め機能であって、ＷＴＲＵの現在の
位置を判定するように構成されたＷＴＲＵ位置決め機能とを含むことを特徴とする無線送
信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）。
　２８．レポート機能と通信するＷＴＲＵであって、ＷＴＲＵのモビリティ状態を監視す
るように構成されたモビリティ状態機能をさらに含むことを特徴とする実施形態２７に記
載のＷＴＲＵ。
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　２９．無線通信システムのページング負荷を管理するための基地局における方法であっ
て、無線送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）のモビリティ状態を判定するステップと、ＷＴ
ＲＵのタイマーを所定の時間に設定するステップであって、所定の時間はＷＴＲＵのモビ
リティ状態に基づくステップと、タイマーが満了するとＷＴＲＵからトラッキングエリア
の更新を受信するステップであって、タイマーを使用することでページング負荷を最小化
するステップとを含む方法。
　３０．ＷＴＲＵのモビリティ状態が変化した場合、またはＷＴＲＵが異なるトラッキン
グエリアに移動した場合、タイマーはリセットされることを特徴とする実施形態２９に記
載の方法。
　３１．設定するステップは、割り当てられているトラッキングエリアごとにタイマーを
設定するステップおよび／または各モビリティ状態に対してタイマーを設定するステップ
を含むことを特徴とする実施形態２９または３０に記載の方法。
　３２．静止状態、低モビリティ状態、および高モビリティ状態の各々について１つずつ
、３つのタイマーが設定されることを特徴とする実施形態２９から３１のいずれか一項に
記載の方法。

【図１】 【図２】
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【図３】

【図４】

【図５】

【図６】 【図７】
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【手続補正書】
【提出日】平成21年11月9日(2009.11.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）がクローズドサブスクライバグループ（ＣＳＧ：
ｃｌｏｓｅｄ　ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　ｇｒｏｕｐ）セルにアクセスするための方法であ
って、
　少なくとも１つのＴＡコード（ＴＡＣ）フィールドと、地上波公共移動通信ネットワー
ク（ＰＬＭＮ：Ｐｕｂｌｉｃ　Ｌａｎｄ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）が使用可能で
あるかどうかを指示する少なくとも１つのインジケータフィールドとを含むシステム情報
ブロック（ＳＩＢ）を受信するステップと、
　前記受信したＴＡＣを前記ＷＴＲＵメモリ内の既存のＴＡＣと比較するステップと、
　前記受信したＴＡＣと前記既存のＴＡＣとの間に一致がないという条件で、前記ＷＴＲ
Ｕがアクセスできるセルの受信したＴＡＣで前記ＷＴＲＵを設定するステップと
　を含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　１ビットのインジケータによりシグナリングフリーモビリティを指示する指示を前記Ｃ
ＳＧセルから受信するステップであって、該指示を受信した前記ＷＴＲＵはトラッキング
エリアの更新手順を実行せずに前記ＣＳＧセルに留まるステップをさらに含むことを特徴
とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記受信したＴＡＣと前記既存のＴＡＣとの間に一致がないことに応答して所定のコー
ドと２段階認証手順とを実行するステップを含むテンポラリー登録手順を開始するステッ
プをさらに含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　遷移中の無線送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）のモビリティ状態を判定するための方法
であって、
　システム情報ブロック（ＳＩＢ）メッセージをブロードキャストするステップと、
　前記ＳＩＢメッセージに応答してセル再選択の回数を前記ＷＴＲＵから受信するステッ
プと、
　セル再選択の前記回数とセル再選択のための所定の回数とを比較するステップと、
　セル再選択の前記回数と所定のしきい値との比較結果に基づいて、前記ＷＴＲＵのモビ
リティ状態を分類するステップと
　を含むことを特徴とする方法。
【請求項５】
　前記モビリティ状態を分類する前記ステップは、セル再選択の前記回数が前記所定のし
きい値を超えるときに、高モビリティとして前記モビリティ状態を分類するステップを含
むことを特徴とする請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記モビリティ状態を分類する前記ステップは、セル再選択の前記回数が前記所定のし
きい値を下回るときに、低モビリティとして前記モビリティ状態を分類するステップを含
むことを特徴とする請求項４に記載の方法。
【請求項７】
　前記モビリティ状態を分類する前記ステップは、セル再選択の前記回数が前記所定のし
きい値を下回るがもう１つの所定のしきい値を超える所定の範囲内にあるときには、中モ
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ビリティとして前記モビリティ状態を分類するステップを含むことを特徴とする請求項４
に記載の方法。
【請求項８】
　クローズドサブスクライバグループ（ＣＳＧ：ｃｌｏｓｅｄ　ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　
ｇｒｏｕｐ）セルにアクセスするように構成された無線送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）
であって、
　少なくとも１つのＴＡコード（ＴＡＣ）フィールドと、地上波公共移動通信ネットワー
ク（ＰＬＭＮ：Ｐｕｂｌｉｃ　Ｌａｎｄ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）が使用可能で
あるかどうかを指示する少なくとも１つのインジケータフィールドとを含むシステム情報
ブロック（ＳＩＢ）を受信するように構成された受信機と、
　受信したＴＡＣを前記ＷＴＲＵメモリ内の既存のＴＡＣと比較するように構成されたプ
ロセッサであって、前記受信したＴＡＣと前記既存のＴＡＣとの間に一致がないという条
件で、前記ＷＴＲＵがアクセスできるセルの受信したＴＡＣで前記ＷＴＲＵを設定するよ
うに構成されたプロセッサと
　を含むことを特徴とするＷＴＲＵ。
【請求項９】
　前記受信機は、１ビットのインジケータによりシグナリングフリーモビリティを指示す
る指示を前記ＣＳＧセルから受信するようにさらに構成され、該指示を受信した前記ＷＴ
ＲＵはトラッキングエリアの更新手順を実行せずに前記ＣＳＧセルに留まることを特徴と
する請求項８に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１０】
　前記プロセッサは、前記受信したＴＡＣと前記既存のＴＡＣとの間に一致がないことに
応答して、所定のコードと２段階認証手順とを実行するステップを含むテンポラリー登録
手順を開始するように構成されていることを特徴とする請求項８に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１１】
　前記受信機は、シグナリングフリーモビリティがないことを指示する指示を前記ＣＳＧ
セルから受信するようにさらに構成され、前記ＴＡＣが前記ＷＴＲＵ内に構成される場合
に、前記ＷＴＲＵはトラッキングエリアの更新手順を実行して前記ＣＳＧセルに留まるこ
とを特徴とする請求項８に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１２】
　遷移中の無線送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）のモビリティ状態を判定するように構成
されたｅｖｏｌｖｅｄ　Ｎｏｄｅ　Ｂ（ｅＮＢ）であって、
　システム情報ブロック（ＳＩＢ）メッセージをブロードキャストするように構成された
送信機と、
　前記ＳＩＢメッセージに応答してセル再選択の回数を前記ＷＴＲＵから受信するように
構成された受信機と、
　セル再選択の前記回数をセル再選択の所定の回数と比較するように構成されたプロセッ
サであって、セル再選択の前記回数を所定のしきい値と比較することにより、前記ＷＴＲ
Ｕのモビリティ状態を分類するように構成されたプロセッサと
　を含むことを特徴とするｅＮＢ。
【請求項１３】
　前記プロセッサは、セル再選択の前記回数が前記所定のしきい値を超えるときに、高モ
ビリティとして前記モビリティ状態を分類するように構成されていることを特徴とする請
求項１２に記載のｅＮＢ。
【請求項１４】
　前記プロセッサは、セル再選択の前記回数が前記所定のしきい値を下回るときに、低モ
ビリティとして前記モビリティ状態を分類するように構成されていることを特徴とする請
求項１２に記載のｅＮＢ。
【請求項１５】
　前記プロセッサは、セル再選択の前記回数が前記所定のしきい値を下回るが、もう１つ
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の所定のしきい値を超える所定の範囲内にあるときに、中モビリティとして前記モビリテ
ィ状態を分類するように構成されていることを特徴とする請求項１２に記載のｅＮＢ。
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